
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ヨ
父
通
経
済
学
原
理
』
 
 
 

G
・
E
O
y
d
尋
i
－
筈
n
‥
T
h
e
E
－
e
m
e
n
t
s
亀
T
r
a
n
s
‘
 
 
 

p
O
r
t
a
｛
訂
n
E
c
O
n
O
m
i
c
0
0
㌧
S
i
m
m
O
n
S
ふ
O
a
r
d
m
a
n
 
 
 

P
u
b
l
i
s
h
i
羞
C
O
r
p
O
岩
ど
n
〉
2
e
w
Y
O
r
粁
｝
－
書
房
 
 
 

0
0
c
許
p
s
・
－
遥
や
 
 植

 
 
村
 
 
福
 
 
七
 
 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
ほ
現
在
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ュ
ニ
ヤ
大
学
の
交
通
経
濁
学
及
 
 

び
公
益
事
業
論
担
当
の
教
授
で
あ
り
、
ジ
ョ
ン
ソ
ソ
博
士
の
最
も
秀
れ
た
 
 

る
門
下
車
あ
二
人
で
ぁ
る
。
撃
者
は
同
学
在
学
中
汐
ヨ
ン
ソ
ン
博
士
、
ヒ
 
 

ュ
ブ
ナ
博
士
と
共
に
同
教
授
の
指
導
を
受
け
た
。
日
・
茶
の
他
の
大
学
及
び
 
 

国
鉄
関
係
に
於
い
て
も
同
数
授
の
知
己
ほ
可
成
り
多
い
と
思
う
。
、
ウ
イ
ル
 
 

ソ
ン
教
授
は
さ
き
龍
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ヒ
ュ
ブ
ナ
両
教
授
と
共
著
造
ら
れ
た
 
 

『
交
通
経
済
学
の
理
論
と
実
際
』
を
始
め
単
独
に
『
貨
物
避
貸
制
定
の
新
 
 

出
発
点
b
 
『
市
場
と
運
輸
経
営
』
 
『
州
際
交
通
法
親
』
 
『
遅
輸
経
常
』
 
 

『
鉄
道
貨
物
運
田
植
成
論
』
等
ゐ
秀
れ
た
る
著
書
を
膚
し
、
ハ
㌧
ハ
」
ド
 
 

大
学
機
関
紙
ク
オ
タ
リ
・
ジ
ャ
デ
ル
・
、
オ
プ
・
イ
カ
ノ
ミ
ク
ス
及
び
γ
－
 
 

ル
ク
エ
イ
・
エ
イ
ジ
に
は
多
数
の
論
文
を
発
変
t
て
い
る
ヶ
こ
1
紅
紹
介
 
 

′
第
二
十
大
巻
 
欝
四
号
 
 

九
四
 
 

す
る
 
『
交
通
経
済
学
原
理
』
 
（
T
訂
 
E
－
e
m
e
已
s
 
O
f
 
T
r
a
房
p
O
ユ
a
t
i
O
芦
 
 

E
c
。
喜
m
i
Q
S
V
 
岩
w
 
Y
。
T
k
u
－
器
○
）
 
ほ
同
教
授
の
最
も
新
し
い
発
表
の
一
 
 

つ
で
あ
る
。
 
 
 

仙
般
に
米
国
の
学
問
ほ
実
証
的
に
非
常
に
秀
れ
て
い
る
が
反
面
理
論
的
 
 

解
明
が
足
ら
な
い
と
言
う
そ
し
り
を
焚
け
て
い
る
。
従
来
の
交
通
論
ほ
レ
 
 

ふ
ン
ぺ
一
夕
一
教
授
あ
た
り
か
ら
『
一
体
こ
れ
が
如
何
な
る
科
学
的
価
館
 
 

を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
一
也
 
と
ま
で
酷
評
を
受
け
て
い
る
。
S
c
ぎ
m
p
e
一
 
 

t
e
T
．
J
‥
ロ
a
s
尋
e
s
e
n
㌢
d
 
d
雪
 
嵩
a
名
訂
n
F
a
－
t
■
d
㌢
 
t
h
窒
r
e
t
－
g
F
e
芦
 
 

2
a
t
i
O
n
a
－
算
n
O
m
i
¢
〉
 
忘
冨
．
S
S
．
い
忘
芦
）
本
番
は
八
草
刷
七
二
頁
の
 
 

寧
ろ
小
冊
子
と
も
言
え
る
労
作
で
あ
る
が
、
理
論
的
展
開
紅
観
け
て
い
る
 
 

米
国
の
交
通
経
済
学
に
と
っ
て
は
そ
、
の
方
面
に
お
け
を
脚
つ
の
試
み
と
も
 
 

思
れ
れ
る
。
筆
者
ほ
本
書
を
以
て
交
通
経
済
理
論
を
包
括
的
且
体
系
的
に
、
 
 

取
扱
ウ
て
い
る
と
ほ
思
わ
な
い
が
、
よ
り
高
き
段
階
に
進
ま
れ
る
理
論
的
 
 

足
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
又
理
論
経
済
学
が
価
格
を
中
心
課
題
と
す
 
 

る
ま
う
に
交
通
論
も
遅
貸
理
論
を
以
て
中
心
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
 
 

の
点
遊
資
増
紛
の
解
明
に
や
や
欠
げ
て
ほ
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
番
の
構
 
 

成
ほ
第
鵬
牽
交
通
と
経
済
発
達
、
第
二
華
交
通
の
基
底
を
な
す
根
本
経
済
 
 

原
理
、
欝
三
牽
交
通
と
価
格
と
の
関
係
、
第
四
華
交
過
と
工
業
生
産
、
常
 
 

数
車
変
通
と
農
業
の
発
達
、
第
六
撃
交
通
と
市
場
、
、
第
七
草
交
通
機
関
、
 
 

欝
八
率
鉄
道
粗
忽
で
あ
る
。
 
 

土
 
 

ク
ー
ル
ソ
ン
教
授
は
緒
言
に
お
い
で
本
番
の
目
的
は
『
交
通
に
特
紀
宝
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要
な
る
経
済
斑
論
を
展
開
す
る
こ
と
』
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
 
 

て
同
教
授
ほ
交
通
を
定
義
づ
け
『
交
通
麟
関
ヌ
ほ
交
通
手
段
に
依
る
人
即
 

ち
乗
客
、
財
貨
即
ち
貨
物
の
場
所
的
移
動
』
と
し
て
い
る
。
こ
の
ク
ィ
ル
 
 

ソ
ン
教
授
の
冠
義
を
読
ん
で
特
に
感
ず
る
七
と
が
二
つ
あ
る
。
～
第
仙
は
米
 
 

国
紅
お
け
る
多
く
の
交
通
経
済
学
者
は
交
通
と
一
膏
う
概
念
に
対
し
て
抽
象
 
 

的
定
義
を
与
え
ず
実
証
的
に
説
明
せ
ん
と
し
て
い
る
に
対
し
1
ウ
ィ
ル
ソ
 
 

ソ
教
授
ほ
明
綾
な
定
義
な
与
え
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
ど
と
で
あ
 
 

る
。
第
一
一
の
点
は
独
逸
及
そ
の
影
響
を
多
分
軋
受
け
て
い
る
日
本
の
交
通
 
 

経
済
学
者
が
S
声
望
r
g
声
浮
i
首
p
。
喜
F
等
の
説
を
祖
述
し
て
交
通
 
 

を
人
間
、
財
嚢
、
思
想
の
場
所
的
移
動
（
d
i
Q
 
r
賢
m
】
i
c
訂
 
『
。
ユ
欝
一
扁
g
u
n
明
 
 

言
β
呵
e
宗
昌
e
n
J
 
G
彗
の
T
n
 
u
n
d
2
a
c
冒
i
c
h
t
e
n
）
 
と
し
て
、
交
通
客
体
と
 
 

し
て
思
想
の
伝
達
即
通
信
を
も
包
含
し
て
い
る
に
対
し
て
ク
」
ル
ソ
ゾ
教
 
 

授
は
人
及
び
財
貨
の
移
動
即
ち
運
輸
の
み
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
 
 

多
く
の
交
通
論
が
交
通
概
念
と
し
て
通
信
も
含
め
な
が
ら
内
容
的
に
運
輸
 
 

の
み
を
取
凝
っ
て
い
る
疇
形
的
交
通
論
を
整
形
L
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

理
論
経
済
学
に
お
い
て
交
通
が
経
済
価
値
の
社
会
的
循
環
過
程
に
お
い
 
 

て
占
め
る
位
置
即
ち
交
通
の
本
質
を
生
産
と
沌
る
か
将
又
流
通
と
み
る
か
 
 

と
言
う
魚
ひ
い
て
は
交
通
論
が
経
済
学
体
系
に
お
い
て
占
め
る
佃
置
に
関
 
 

し
て
は
そ
の
説
を
山
に
し
な
い
。
古
く
は
マ
ー
シ
ャ
ル
教
授
ほ
交
通
は
物
 
 

の
移
動
ま
た
は
置
換
に
依
る
効
用
（
邑
－
i
t
i
琵
）
又
は
奉
仕
性
∴
s
¢
邑
c
？
 
 

a
b
i
l
i
t
ユ
の
贈
大
と
言
う
点
で
生
産
と
魂
た
。
（
眉
莞
意
き
 
A
・
‥
ヨ
i
ヲ
 
 

C
－
p
訂
¢
○
叫
E
c
O
喜
m
岩
S
u
 
0
0
t
F
 
e
d
●
－
叢
○
 
錆
－
／
∽
（
ヒ
（
豊
）
 
こ
の
マ
ー
シ
 
 

ャ
ル
教
授
の
生
産
説
ほ
○
叫
訂
註
e
r
g
や
評
r
d
a
s
等
の
独
逸
の
交
通
経
済
 
 

ウ
イ
ル
ソ
ン
『
交
通
経
済
学
原
理
』
 
 

学
に
依
っ
て
更
に
徹
底
せ
し
め
ら
れ
た
。
（
O
f
f
昌
b
e
品
‥
A
T
¢
訂
く
 
蒜
r
 
 

E
i
s
昌
b
a
冨
w
票
e
巨
〉
－
α
や
N
 
S
S
．
－
0
0
芦
 
 
野
鼠
a
s
頑
●
‥
く
e
r
k
e
F
r
 
 

u
n
d
 
づ
¢
T
k
e
h
諾
p
0
1
i
l
i
k
 
i
n
 
七
〇
宗
s
主
已
 
S
t
a
a
t
w
i
ユ
s
c
F
a
f
t
〉
 
B
d
・
－
▼
 
 

霊
草
ご
 
 
 

ク
ノ
・
ル
ソ
ン
教
授
ほ
生
産
を
財
貨
の
生
産
（
P
岩
d
宍
t
i
O
n
。
【
曾
邑
エ
 
 

と
役
務
の
生
産
（
ヮ
。
d
宍
－
i
。
n
。
叫
 
S
e
r
昇
e
s
）
と
に
分
け
、
財
貨
の
生
 
 

産
ほ
形
相
約
数
用
（
f
。
r
m
象
≡
y
）
を
生
ず
る
も
の
、
役
務
の
生
産
は
 
 

場
所
約
数
用
（
p
－
a
c
¢
邑
ご
y
）
又
は
時
間
的
救
用
（
t
i
m
e
邑
）
i
t
y
）
を
 
 

生
ず
る
も
の
と
し
た
。
同
教
授
は
欺
用
を
説
明
し
て
彗
人
間
の
欲
望
又
は
 
 

必
要
を
充
足
す
る
能
力
』
と
し
、
交
通
は
物
の
移
動
紅
依
り
場
所
的
効
用
 
 

を
創
造
又
ほ
増
大
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
．
て
い
る
。
即
ち
交
通
は
 
 

数
用
の
少
な
い
場
所
よ
り
欺
用
の
多
い
場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
に
依
っ
て
 
 

物
の
経
済
価
値
を
創
造
又
ほ
増
大
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
又
同
 
 

教
授
は
交
通
ほ
人
間
の
欲
望
を
場
所
的
障
寄
の
み
な
ら
ず
時
間
的
障
害
を
 
 

克
服
し
て
充
足
す
る
も
の
と
し
、
ノ
交
通
に
依
る
時
間
的
教
用
の
増
大
を
強
 
 

調
し
て
い
る
。
従
来
交
通
ほ
空
間
的
離
隔
の
克
服
R
a
已
m
聾
菩
W
－
d
u
豪
邸
 
 

ち
空
欄
的
概
念
と
せ
ら
れ
て
発
た
。
然
し
空
間
的
離
隔
を
克
服
す
る
為
に
 
 

ほ
な
に
が
し
か
の
時
間
を
要
す
る
。
従
っ
て
交
通
ほ
串
間
的
概
念
で
あ
る
 
 

と
同
時
に
時
間
的
概
念
で
あ
る
。
特
に
現
代
社
会
に
お
小
て
時
間
的
概
念
 
 

な
し
に
交
通
は
考
え
ら
れ
な
い
。
交
通
ほ
場
所
的
障
害
の
み
な
ら
ず
時
間
 
 

的
障
害
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
指
摘
し
た
の
は
ク
、
1
ル
ソ
ン
教
 
 

授
の
独
創
的
見
解
で
ほ
な
く
、
古
く
B
。
r
嘗
t
〉
丙
n
i
認
）
R
。
S
C
h
e
r
等
の
つ
 
 

と
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
ノ
た
が
彼
等
ほ
時
間
的
障
害
を
本
源
的
障
寄
 
 

九
五
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第
二
十
大
巻
 
第
四
号
 
 

と
考
え
な
か
う
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
教
授
は
比
戟
的
高
率
の
交
通
管
用
に
も
 
 

拘
ら
ず
貨
物
の
急
送
制
度
が
発
達
し
て
行
く
の
は
時
間
的
障
害
除
去
紅
依
 
 

る
時
間
的
数
用
の
増
大
が
可
成
り
大
き
い
為
で
あ
る
と
強
調
t
て
い
る
。
 
 

尚
形
相
約
数
用
、
場
所
的
欺
用
、
時
間
的
効
用
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
 
 

教
授
以
前
に
お
い
て
E
－
y
紅
依
っ
て
論
及
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
E
】
†
9
∴
 
 

R
a
i
－
w
印
y
 
R
a
t
e
s
a
n
d
C
邑
む
s
e
r
喜
♪
－
票
芯
p
．
彗
）
 
 

三
 
 

交
遭
の
経
済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
影
響
に
関
し
て
は
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
 
 

教
授
は
他
の
交
通
経
済
学
者
例
え
ば
B
i
g
F
a
m
教
授
や
F
a
㌻
教
授
の
如
く
 
 

体
系
的
に
取
扱
っ
て
い
な
い
。
（
崇
嘗
a
m
 
T
r
∈
m
a
n
 
C
．
‥
T
r
a
ロ
S
p
0
7
 
 

t
a
t
i
冨
】
 
吋
ユ
n
¢
i
p
－
e
s
 
a
n
d
吋
r
◇
≡
e
m
s
〉
－
票
石
－
p
p
・
－
－
－
－
・
 
F
a
ぎ
 
 

声
L
∴
E
c
…
m
i
c
0
0
◇
：
r
a
n
s
p
O
r
t
a
巾
i
㌢
－
芸
こ
p
．
㌣
⊥
ぶ
）
先
ず
 
 

欝
仙
に
同
教
授
ほ
『
近
年
に
お
け
る
経
済
的
、
社
会
的
進
歩
の
儲
著
な
る
 
 

原
因
を
交
通
検
閲
の
糞
遥
と
交
通
静
の
低
既
に
あ
る
』
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

そ
れ
ほ
特
紅
『
十
九
蘭
紀
の
初
め
蒸
気
カ
が
交
通
放
開
に
応
用
せ
ら
れ
大
 
 

規
模
乃
至
大
旗
輸
送
が
発
達
し
、
こ
れ
に
偲
り
交
通
費
が
低
廉
と
な
っ
 
 

た
。
』
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
マ
ー
シ
ャ
ル
教
授
 
 

の
有
名
な
る
言
雫
丁
訂
d
j
i
n
a
三
e
e
。
n
。
∋
i
c
訂
。
t
。
f
…
。
一
…
a
g
e
 
 

i
s
 
t
h
O
 
d
雪
已
O
p
m
e
n
－
n
O
－
○
『
－
F
e
 
m
a
n
u
訂
¢
1
u
r
l
n
乎
 
b
ま
 
○
【
－
訂
 
 

1
岩
n
S
p
…
已
u
s
l
r
l
㌢
を
想
起
す
る
。
（
茅
r
s
邑
－
‥
P
r
喜
i
p
l
e
∽
〉
 
 

≠
1
豆
Ⅰ
（
蓋
し
か
し
て
ク
」
ル
ソ
ン
教
授
ほ
交
通
の
進
歩
が
も
た
ら
し
 
 

た
最
も
重
要
な
窪
済
的
質
献
の
∵
つ
は
地
域
的
分
乗
（
t
e
旨
t
O
旨
a
－
d
i
亨
 
 

九
六
 
 

S
i
。
β
。
叫
訂
b
。
ユ
を
容
易
な
ら
し
め
た
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
若
し
宍
 
 

通
が
発
達
し
な
け
れ
裾
社
会
は
自
己
の
必
要
す
る
す
べ
て
の
も
の
を
生
獲
 
 

せ
ね
ば
な
ら
ず
又
消
費
も
自
己
の
生
産
し
た
も
の
虹
限
定
せ
ら
れ
る
。
と
 
 

こ
ろ
が
交
通
が
発
達
す
れ
ば
各
々
の
社
会
ほ
劇
つ
又
ほ
数
程
の
商
品
の
生
 
 

産
に
分
業
化
し
互
紅
そ
の
生
産
物
を
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ウ
ィ
ル
 
 

ソ
ソ
教
授
は
こ
の
地
域
的
分
共
に
は
二
つ
の
型
が
あ
る
と
t
て
い
る
。
即
 
 

ち
〓
罪
〓
㍊
澄
二
つ
の
社
会
が
他
の
社
会
よ
ゆ
も
山
つ
又
ほ
数
種
の
商
 
 

品
の
生
産
に
お
い
て
土
地
、
労
働
、
資
本
及
経
常
等
の
生
産
要
素
を
よ
り
 
 

能
率
的
に
利
用
出
来
る
場
合
二
第
二
の
型
ほ
山
つ
の
社
会
が
あ
る
商
品
匿
 
 

関
し
て
比
較
的
有
利
即
ち
そ
の
地
方
で
生
産
出
来
る
他
の
商
品
の
生
産
費
 
 

と
此
戟
し
て
低
い
生
産
費
で
生
産
出
来
る
場
合
。
こ
の
場
合
そ
の
社
会
け
 
 

そ
の
商
品
の
生
産
に
関
し
て
他
の
社
会
よ
り
も
低
い
生
産
費
で
生
産
出
釆
 
 

る
こ
と
を
意
味
し
な
く
、
他
の
商
品
の
生
産
よ
り
．
ほ
そ
の
商
品
の
生
産
の
 
 

方
が
能
率
的
に
出
来
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
B
i
g
訂
m
教
授
も
r
れ
と
全
 
 

く
同
じ
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。
（
B
i
g
訂
m
｝
 
I
b
i
d
．
｝
 
p
川
∽
）
 
 
 

次
に
同
教
授
は
交
通
の
発
達
と
交
通
穿
と
価
格
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
 
 

般
紅
交
通
が
発
達
す
れ
ば
交
通
督
が
低
廉
と
な
り
商
品
の
価
格
を
引
下
げ
 
 

克
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
A
地
と
C
地
を
石
炭
の
生
産
地
、
草
地
を
消
 
 

費
地
と
す
る
。
A
地
と
月
蝕
と
の
距
離
は
C
地
と
B
地
と
の
駐
離
よ
り
も
 

遠
い
。
A
地
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
価
格
を
噸
蟄
五
ド
ル
、
C
飽
ほ
六
ド
 
 

ル
と
す
る
。
A
地
よ
り
B
地
迄
の
車
扱
運
賃
を
噸
当
三
・
五
ド
ル
、
C
飽
 
 

か
ら
B
地
ま
で
二
・
七
五
セ
ン
ー
と
す
る
。
運
賃
以
外
の
諸
費
用
を
各
々
 
 

五
〇
セ
ン
ト
と
す
る
。
か
ゝ
る
状
態
の
下
に
於
い
て
A
地
の
石
炭
は
B
地
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た
お
い
て
九
ド
ル
、
C
地
の
石
炭
ほ
九
ニ
ー
五
ド
ル
と
な
り
A
飽
か
ら
B
 
 

飽
ま
で
ほ
距
離
ほ
遠
い
が
ん
地
の
石
炭
が
B
地
紅
供
給
せ
ら
れ
る
こ
ム
と
 
 

な
る
。
こ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
教
授
の
例
証
は
D
仁
p
u
i
t
の
『
交
通
機
関
の
究
 
 

極
目
的
は
述
質
の
低
減
に
な
く
て
却
っ
て
生
産
費
へ
し
た
が
っ
て
価
格
）
 
 

の
低
減
に
あ
る
。
』
と
言
う
言
雫
を
想
起
さ
せ
る
。
即
ち
我
々
が
D
葛
も
 
 

に
教
え
ら
れ
る
こ
と
ほ
運
送
距
離
の
延
寅
は
当
該
蟄
物
の
価
格
中
に
占
め
 
 

る
運
賃
の
割
合
を
増
加
せ
し
め
る
が
必
ず
し
も
当
該
質
物
の
価
格
の
上
昇
 
 

－
 
を
結
果
し
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
（
D
毒
已
t
 
l
‥
〝
D
e
 
L
、
亡
t
i
－
i
t
か
e
t
 
 

監
「
芝
e
s
亡
声
－
澄
庭
p
・
奈
 
中
山
伊
郊
郎
訳
「
公
共
的
労
務
の
利
用
潮
定
 
 

に
就
い
て
、
商
学
研
究
m
－
一
（
大
正
十
三
年
）
二
八
五
ト
ニ
八
八
頁
）
 
 
 

次
に
工
業
立
地
痘
対
す
る
交
通
の
影
響
に
関
し
て
、
先
ず
同
教
授
ほ
米
 
 

国
商
務
省
が
工
業
立
地
に
影
響
を
及
ぼ
す
工
業
発
途
上
の
要
素
と
し
て
次
 
 

の
十
三
項
目
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
L
て
い
る
。
．
（
こ
集
塵
原
料
の
 
 

位
置
、
（
二
）
労
働
力
、
（
三
）
工
場
の
敷
地
、
（
四
）
燃
料
、
（
五
）
 
 

交
通
施
設
、
（
六
）
市
場
、
（
七
）
流
通
施
設
、
（
八
）
効
力
、
（
九
）
 
 

給
水
、
人
十
）
生
活
状
態
、
（
十
こ
法
規
、
（
十
二
）
租
税
機
構
、
（
十
 
 

三
）
気
候
（
B
a
0
0
i
c
 
H
n
d
u
s
t
計
】
 
L
害
a
ェ
○
日
間
a
c
t
O
r
S
－
声
S
．
D
竃
a
り
T
 
 

m
昌
t
 
O
叫
C
O
m
m
e
r
C
e
．
〇
叫
叫
i
c
e
 
O
f
 
O
O
m
諾
t
－
C
 
C
O
m
5
e
r
C
¢
〉
A
r
e
a
 
D
e
・
 
 

諾
－
O
p
ヨ
e
I
l
t
 
D
i
ノ
ま
岩
n
■
 
H
n
d
宏
－
邑
 
S
e
r
i
e
0
0
 
2
〇
・
謡
 
尋
a
0
0
h
i
n
g
－
O
n
〉
 
 

D
・
C
・
一
R
e
く
i
s
乳
J
∈
e
■
－
貰
↓
）
L
｝
莞
計
数
授
の
言
う
如
く
交
通
ほ
他
の
 
 

如
何
な
る
質
素
よ
り
も
工
業
立
地
に
関
し
て
ほ
重
要
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
 
 

（
L
Y
n
C
F
〉
 
E
・
S
∴
T
h
e
－
n
コ
ロ
e
n
C
e
 
O
叫
T
r
a
さ
S
p
O
r
t
a
t
岩
n
 
O
n
 
t
h
e
 
L
？
 
 

…
〓
三
‥
ニ
一
‥
…
∴
＝
・
ざ
＝
こ
－
一
・
．
一
。
二
・
 
 
 
∵
 
∴
．
ご
．
∵
∴
 
 

ウ
イ
ル
ソ
ソ
『
交
通
経
済
学
原
理
』
 
 

関
し
て
独
立
し
た
要
素
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
要
素
に
も
影
響
を
も
 
 

つ
要
素
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
外
交
通
の
機
能
と
し
て
人
口
の
集
中
・
都
市
の
膨
脹
、
商
品
供
給
 
 

の
均
等
化
、
大
規
模
生
産
の
可
能
等
の
問
題
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
る
。
 
 

田
 
 

交
通
経
野
の
特
性
は
F
a
i
r
教
授
の
指
摘
す
る
が
如
く
（
こ
共
通
費
部
 
 

分
が
著
大
で
あ
る
こ
と
。
（
二
）
固
定
静
が
多
い
こ
と
。
（
三
）
費
用
逓
 
 

減
の
法
則
が
働
く
こ
と
で
あ
る
。
首
a
i
r
こ
b
i
d
 
p
p
一
∽
霊
－
∽
S
）
ク
ー
 
 

ル
ソ
ン
教
授
ほ
交
通
労
務
の
供
給
は
結
合
供
給
で
あ
る
点
を
指
摘
し
『
向
 
 

時
に
同
山
方
向
を
走
る
同
〟
列
車
の
替
用
は
そ
の
列
革
で
輸
送
せ
ら
れ
る
 
 

数
種
の
質
物
紅
対
し
て
結
合
約
に
発
生
す
る
』
と
言
う
の
で
あ
る
。
給
食
 
 

費
説
ほ
古
く
T
a
u
s
s
i
駒
教
授
紅
依
っ
て
一
八
九
〓
午
提
唱
さ
れ
、
当
時
 
 

R
i
p
－
e
y
－
S
h
e
r
r
m
a
n
一
l
計
∋
m
昌
d
 
等
著
名
交
通
経
済
学
者
に
決
定
的
影
 
 

響
を
争
竺
時
交
通
経
済
学
界
を
支
配
し
た
。
（
F
小
声
T
㌢
s
・
g
〉
…
A
 
 

C
O
n
t
r
i
b
已
－
昌
t
O
 
t
訂
T
h
e
O
r
y
 
O
叫
 
R
a
i
l
一
三
童
R
a
t
e
∽
〉
 
9
J
・
E
：
く
◇
L
 
 

－
∞
苫
）
 
こ
の
繹
合
憩
誠
洋
二
九
二
一
年
崇
g
O
ロ
教
授
紅
依
っ
て
反
撃
 
 

く
＞
 
 
 

を
加
え
ら
れ
現
在
に
お
け
る
定
説
は
T
a
u
s
s
i
g
教
授
の
言
う
給
食
供
給
は
 
 

真
正
結
合
供
給
（
a
 
t
r
ロ
e
甘
言
t
 
s
u
p
p
－
こ
で
な
く
て
、
共
通
静
著
大
な
 
 

供
給
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
（
H
e
ヱ
y
朽
●
T
●
‥
T
h
e
 
E
c
害
。
m
i
c
s
 
 

O
r
 
T
r
a
n
s
p
。
r
t
a
t
i
＿
ニ
写
－
箆
1
－
悪
〉
 
『
a
i
r
〉
 
H
b
i
d
｝
p
p
・
ぴ
S
－
∽
畏
｝
 
 

L
O
C
k
ご
ヨ
D
●
P
h
i
－
i
p
‥
E
c
O
n
O
m
i
c
s
 
O
『
T
r
a
n
遥
○
ユ
a
t
l
O
さ
〉
p
p
」
∽
闊
－
－
設
 
 

を
参
照
せ
よ
。
）
 
T
a
宏
S
i
耶
教
授
と
コ
g
O
仁
教
授
の
論
争
を
よ
く
知
る
我
 
 

九
七
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第
二
十
大
巻
 
第
四
号
 
 

々
と
し
て
ほ
ク
ィ
ル
ソ
ン
教
授
が
こ
1
に
新
ら
し
く
紆
合
静
鋭
を
掲
げ
た
 
 

理
由
の
理
解
に
善
し
む
。
次
に
交
通
経
静
を
輸
送
螢
の
増
減
に
関
係
の
な
 
 

い
固
定
費
と
可
変
費
と
に
分
ち
又
可
変
替
中
軋
も
輸
送
量
の
増
減
虹
正
比
 
 

痢
す
る
経
督
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
 
 

し
て
交
通
経
費
中
に
ほ
輸
送
藍
の
増
減
と
関
係
の
無
い
固
定
替
部
分
が
多
 
 

い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
然
し
こ
の
交
通
経
静
の
分
析
忙
関
心
て
 
 

は
R
i
p
l
e
¶
教
授
や
崇
r
a
t
F
教
授
の
分
析
を
熟
知
す
る
我
々
と
し
て
は
物
 
 

足
り
査
い
感
じ
が
す
る
。
（
R
i
p
宮
戸
N
∴
R
a
i
㌻
冨
d
s
）
 
R
a
t
認
a
n
d
 
 

㌘
望
－
a
t
i
。
β
｝
 
p
p
・
恵
1
岩
「
＋
ヨ
曇
t
F
 
C
‥
‥
D
i
の
G
岩
已
－
a
g
昌
 
d
誓
 
 

＜
彗
k
e
F
詔
W
i
r
t
s
c
訂
コ
｝
】
岩
鼻
S
．
M
∽
e
 
 
 

最
後
に
費
用
逓
減
の
法
則
に
関
し
て
ほ
同
教
授
ほ
固
定
静
著
大
な
交
通
 
 

事
業
ほ
輸
送
蛍
が
増
加
す
れ
ば
す
る
程
輸
送
単
位
当
コ
ス
ト
は
逓
減
す
る
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
交
通
事
業
に
費
用
逓
減
（
収
益
逓
増
）
の
法
則
が
働
く
こ
 
 

と
は
古
く
M
a
r
s
邑
－
教
授
の
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
彼
ほ
『
近
代
的
交
通
事
 
 

発
に
お
い
て
は
収
益
逓
増
の
法
則
ほ
無
制
限
に
（
呂
。
p
p
。
0
0
監
）
に
働
く
』
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
（
雲
㌢
昔
a
l
－
‥
㌘
i
n
c
i
p
訂
∽
・
蜃
－
－
∽
－
へ
望
然
し
こ
れ
 
 

は
固
定
設
備
が
利
用
極
限
内
紅
あ
る
こ
と
む
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。
筆
 
 

者
は
管
用
逓
減
の
法
則
は
固
定
設
備
の
増
加
即
ち
固
定
資
本
と
の
関
係
に
 
 

お
い
て
紗
態
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。
従
っ
て
こ
の
点
『
a
i
r
 
 

教
授
の
図
表
的
説
明
に
大
な
る
価
値
を
認
め
る
。
 
（
『
a
－
り
‥
I
b
i
d
・
p
p
・
 
 

警
手
」
S
－
 
 

五
 
 

タ
イ
ル
ソ
ソ
教
授
は
鰐
七
肇
交
通
撒
関
論
に
お
い
て
文
通
機
関
よ
り
生
 
 

九
八
 
 

ず
る
国
民
所
得
額
を
」
二
、
三
八
二
、
0
0
0
、
0
0
0
ド
ル
と
し
、
則
九
 
 

四
七
年
金
産
業
二
〇
二
、
五
〇
〇
、
C
0
0
、
O
C
O
ド
ル
の
五
％
に
あ
 
 

た
る
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

而
し
て
米
国
紅
お
け
る
全
輸
送
蛍
の
交
通
格
闘
別
に
対
す
る
配
分
割
合
 
 

ほ
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

交
通
放
関
 
詣
㌍
哩
に
対
全
貨
物
噸
哩
に
対
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
る
割
合
 
 
 

六
一
㌻
五
％
 
 
 

八
・
三
％
 
 

蒸
 
気
 
鉄
 
道
 
 

〇
・
三
 
 

〇
・
山
 
 
 

電
 
気
 
鉄
 
道
 
 

∵
四
・
二
 
 
 

ひ
・
三
 
 

嵐
大
潮
輸
送
 
 

三
・
七
 
 
 

〇
・
二
 
 

河
 
ノ
川
 
避
 
河
 
 

九
〇
・
七
 
 

山
〇
・
〇
 
 
 

路
 
 

道
 
 

〇
・
山
一
 
 
 

航
 
 
空
 
 
機
 
 

九
・
七
 
 
 

輸
 
 
送
 
 
管
 

山
0
〇
 
 

合
 
 

一
〇
〇
 
 
 

こ
の
資
料
は
国
家
資
源
計
画
局
に
於
い
て
同
教
授
白
か
ら
調
査
し
た
も
 
 

の
で
あ
る
．
（
宅
i
l
s
O
p
 
G
．
E
O
 

P
O
ユ
a
－
i
O
ロ
S
Y
S
－
巾
m
 
T
O
d
a
￥
 
吋
a
ユ
ー
・
S
e
c
t
i
昌
－
〕
 
T
忘
莞
p
ウ
ニ
註
吉
 
 

a
n
d
 
誉
ど
】
邑
 
苦
－
i
c
y
Y
 
ぎ
t
岩
n
a
－
R
e
s
。
彗
C
雷
警
a
日
n
i
よ
 
営
a
r
d
■
 
 

以
 
上
 
 
 

頑
a
s
F
冒
g
t
O
n
．
D
．
C
こ
ぎ
y
〉
－
芸
M
p
－
登
 
 

（
追
記
、
昭
和
二
八
牢
十
山
月
六
、
七
日
神
戸
大
学
に
行
わ
れ
る
第
十
三
 
 
 

回
日
本
交
通
学
会
に
対
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
教
授
よ
り
メ
セ
イ
汐
を
送
っ
 
 
 

て
き
た
。
教
授
は
目
下
心
臓
病
の
為
入
院
中
で
あ
る
。
 
昭
和
一
一
八
、
 
 
 

山
○
、
二
七
日
）
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